
（別紙様式第3号）

／ 

論 文 要 旨

．．
 
ー

e 

論 文題目

Morules in Endometrial Carcinoma and Benign Endometrial Lesions 

Differ from Squamous Differentiation Tissue and are not Infected with 

-Human Papillomavirus (HPV) 

（子宮内膜癌と良性子宮内膜病変のモルールは扁平上皮化生組織と異なる。

さらにヒトバピローマウイルスの感染も認めない。）
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論文審査結果の要旨
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（論文題目）

Morules in Endometrial Carcinoma and Benign Endometrial Lesions Differ from 

Squamous Differentiation nssue and are not Infected with Human Papillomavirus 

(HPV) 

（論文審査結果の要旨）

上記論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義と学術的

水準について慎重に検討し、以下のような審査結果を得た。

1. 研究の背景と目的

扁平上皮化生は子宮内膜癌、特に類内膜腺癌にしばしば見られ、その診断に役立つこ

とや予後の良し悪しとの関係について今日まで報告されている。さらに、良性の慢性内

膜炎等にも時々見られることが知られている。扁平上皮化生には角化を伴うものやモル

ールと呼ばれるものがあり、モルールは広い胞体と小型類円形～紡錘形核を有す細胞集

団である。しかし、モルールでは細胞間橋が見られず角化も認めないこと等から、扁平

上皮化生ではないと考え検討することにした。

2. 研究内容

20例のモルールもしくは扁平上皮化生を伴う子宮内膜癌、 5例の腺扁平上皮癌、 8例

のモルールを伴う良性子宮内膜病変を材料として用いた。インボルクリン、上皮細胞膜

備 考 1． 用紙の規格は、 A4とし縦にして左横書とすること。

2. ＊印は記入しないこと。



抗原(EMA)、サイトケラチン等の上皮細胞特に扁平上皮細胞のマーカーや多数の神経

内分泌細胞のマーカー、さらに腫瘍や癌胎児抗原および細胞増殖因子等に対する抗

体を用い免疫組織化学的検討を行った。

他にヒトパヒローマウイルス(HPV)の検出のためにインサイチューハイプリダイゼー

ションと PCR法を用いた。モルールを構成する細胞はインボルクリン、 EMAや種々

のタイプのサイトケラチン抗体に対して反応しないが、ニューロンスペシフィック

エノラーゼ(NSE)には陽性反応を示した。さらに、アセチルコリンエステラーゼやソ

マトスタチンに陽性の反応を示すものもごく少数見られた。他方、腫瘍抗原や癌胎

児抗原および細胞増殖因子は証明されなかった。 HPVDNAは、癌および良性病変の

いずれにおいてもモルールには検出されなかったが、 4例の子宮内膜癌と 2例の腺扁

平上皮癌における真の扁平上皮化生組織では検出された。モルールは、扁平上皮化

生とは組織学的に全く異なり神経外胚葉由来と考えられる細胞集団で、 HPVの感染

はみられない。しかし、真の扁平上皮化生組織には HPV感染が見られる症例がかな

り多くあり、 HPV感染と扁平上皮化生とは関連があると考えられた。

3. 研究成果の意義と学術的水準

モルールは子宮内膜癌や良性の慢性内膜炎等でみられ扁平上皮化生と考えられて

きた。他方、稀な腫瘍である胎児性肺癌や頻度は少ないが甲状腺癌にもモルールが

みられ、神経内分泌細胞様の性格が報告されている。しかし子宮内膜におけるモル

ールと扁平上皮化生組織の組織学的性状に関する詳細な検討および HPVとの関連に

ついての研究は類がなく、独創性に富むものである。本研究は、子宮内膜における

モルールが扁平上皮化生組織ではないことを明らかにし内膜癌の予後との関連や良

性病変における出現の意義の解明に一端をひらき、国際的にも高く評価されるもの

であると判断される。

以上により、本論文は学位授与に十分に値するものであると判断した。




